
★今後の予定★ 
 １１月 １日(金) ⑥講演会 

１１月 ４日(月) 振替休日 

 １１月 ６日(水) ⑤カット、試験一週間前 

 １１月 ７日(木) 短縮時程、専門委員会 

 １１月 ８日(金) 短縮時程、中央委員会 

 １１月 ９日(土) 土曜授業日、セーフティ教室 

 １１月１１日(月) 生徒会朝礼 

 １１月１３日(水)～１５日(金) 期末考査 

 １１月１８日(月) 朝礼 

 １１月２７日(水) ⑤研究授業（⑤カット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜期末考査に向けて＞ 

２学期の期末考査まであと２週間ほどになりました。林間学校や四中祭が終わり、その成果を次

は学習に向けて繋げていってほしいと思います。今回は９教科の試験なので、計画的に学習を済め

て提出物は全て出せるようにしてください。そして１年後の自分を考えて、今からできることを続

けていきましょう。授業で分からないところは先生や友達に聞く、ワークは１回だけでなく繰り返

し解いてみる、など自分の勉強法を確立していくことが大切です。頑張りましょう。 

 

＜２学期定期考査日程・提出物＞ 

１１月１３日(水) 国語、理科、音楽 

国語：国語の学習、単元別漢字   

理科：学習ノート、プリント、ドリルパーク 

 

１１月１４日(木) 英語、技家、美術 

 英語：英語のパートナー  技術：ファイル 

 

１１月１５日(金) 社会、数学、保健体育 

社会：歴史の完全学習、歴史ノート  数学：ワーク 

保体：学習ノート 

クラスのみんなのおかげ ～四中祭を終えての作文より～ 

 私は実行委員となり、クラスのみんなを引っ張っていく立場として最初は不安でした。練習中

に集中できていない時に口調が強くなってしまうこともありました。しかし、だんだんとお互い

に声をかけあったりして楽しく、良い練習をすることができるようになりました。本番では指揮

を間違えてしまったけど、最後まで指揮を続けることができたのはクラスのみんなのおかげです。

自由曲の「ほらね、」でも、各パートが今まで気を付けようと言っていたところをしっかり歌える

ことができていて、一番良い合唱ができました。そして来年は自分たちが今年の３年生のように

一体感のある合唱をしたいと思いました。             （１組      ） 
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頑張ったことは無駄ではない ～四中祭を終えての作文より～ 

 私がこの四中祭で感じたことの１つに、「最優秀賞がとれなかったから全て終わりではない」と

いうことです。１組は最優秀賞をとれなかったですが、今までの頑張りが全て無駄になったとい

うことではないと思います。最優秀賞をとりたいという気持ちがあり、それができなかったとい

う悔しい気持ちをもつことができたのは、「これまでたくさん頑張ってきた」事実があるからです。

クラスのみんなと「頑張ってよかった」と思える四中祭にできたことが、私の最高の思い出とな

りました。来年も笑顔で終われる四中祭にしたいです。       （１組      ） 

全力で楽しむこと ～四中祭を終えての作文より～ 

 ２組の練習では最初はテンポがずれたりして上手くいかないことがあったけど、本番では良い

歌が歌えたので感動しました。そして２組の団結力は１番と思うくらいになり、本気を出せばこ

んなにも協調性が増して本番に向けて努力できる素晴らしいクラスなのだと実感しました。 

そして、僕は今後の学校行事に対して「本気で楽しみたい」と思いました。行事に対して自分

がどのように取り組めばよいかを考えて、全力で「楽しめる」ことが大切なので、後悔しないた

めにも、これからも頑張っていきたいです。            （２組      ） 

仲間と支え合うことの大切さ ～四中祭を終えての作文より～ 

 四中祭の思い出として「弁論」があります。最初は原稿を書くのにとても苦戦して、自分が言

いたいことを上手く表現することができず、正直諦めかけたこともありました。しかし、友達が

応援してくれたこともあり、原稿を書き終え、読む練習まで続けることができました。本番の２

日前くらいからとても緊張していたのですが、弁論の仲間の方くんが「頑張って！」と応援して

くれたのが嬉しかったです。そのおかげで本番では緊張することなく、むしろ楽しく発表するこ

とができました。この四中祭で仲間と協力し、支え合う大切さを学びました。（２組     ） 

自信をもつこと ～四中祭を終えての作文より～ 

 ３組は合唱の練習で私語が多かったり、男子がまじめにやらなかったりしたことがありました。

自分も最初はなかなか声が出せなかったり、自由曲も上手く歌えないこともありました。けど、

本番の日の朝の最後の練習で、一番良い歌を歌えてクラスみんなに自信がついたと感じました。

本番では緊張して自分は思ったほど声が出なくて、もっと練習しておけばと少し後悔しています。

１組や２組の合唱もとても素晴らしく、来年も頑張りたいと思いました。 （３組     ） 

笑顔 ～四中祭を終えての作文より～ 

 この四中祭では私は指揮者として練習を頑張りました。指揮者を決めるオーディションではとて

も緊張しましたが、自分が選ばれて嬉しくて泣いてしまいました。昨年は指揮者になれず悔しい想

いをしたので、その分も今年は人一倍頑張ろうと思いました。練習が始まった当初は全然まとまり

がなく、自分は指揮者なのでみんなが歌いやすいように練習しなきゃと焦っていました。本番が近

づくにつれて、その焦りと不安が高まっていましたが、「笑顔で歌おう」という話があり、クラスの

仲間が私にも「笑って」と言ってくれたので、私の焦りや不安が伝わってしまっていたと感じまし

た。本番では手に「笑顔」と書き指揮をすると決めて、歌う前にみんなに見せるから「笑って」と

アピールしました。そして本番では、みんなの表情を見ると全員が「笑って」いて自然に自分も「笑

顔」になりました。そして最優秀賞をとれたときは涙が出るくらい嬉しかったです。そしてみんな

が「笑顔」で歌ってくれたのが何よりも嬉しかったです。「笑顔」がどれだけ大切かを３組のみんな

から学びました。この仲間と出会えて私は幸せです。３組のみんなありがとう。（３組     ） 


